
2021１０月号

第527号
ホームページアドレス／http://www.village.ikusaka.nagano.jp/

世帯720戸／人口1,716人／男863人／女853人／前月対比　4人減
発行 生坂村役場（TEL.0263-69-3111)／印刷 川越印刷　松本市城西（TEL.0263-32-0131)

関連記事は7ページに掲載関連記事は7ページに掲載

秋の空　笑顔が映える　運動会
生坂村保育園



2

福
祉
事
業
で
は
、
特
定
疾
患
の
あ

る
方
へ
の
見
舞
金
の
新
設
、有
償
援
助

サ
ー
ビ
ス「
も
り
び
と
」で
村
民
相
互

の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
は
、保
育
料
の
三

歳
以
上
、
第
三
子
以
降
の
無
料
化
や
、

三
歳
以
上
の
園
児
と
児
童
・
生
徒
の
給

食
費
の
無
償
化
な
ど
を
継
続
し
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。
保
健
事
業
で
は
、
各

種
検
診
や
教
室
を
通
じ
た
健
康
指
導
、

訪
問
事
業
な
ど
を
実
施
し
、子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
安
心
安
全
な
暮
ら

し
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
振
興
事
業
で
は
、
獣
被
害
か

ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
草
尾
区
上

野
ぶ
ど
う
団
地
を
包
囲
す
る
防
護
柵

を
改
修
し
ま
し
た
。
ま
た
県
営
中
山

間
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
用
排
水
施

設
整
備
、
圃
場
整
備
が
計
画
的
に
実

施
さ
れ
、地
域
の
素
材
を
活
用
し
た
六

次
産
業
化
の
推
進
な
ど
の
農
業
振
興

を
実
践
し
、道
の
駅「
い
く
さ
か
の
郷
」

を
拠
点
と
し
た
地
域
振
興
策
に
取
り

組
み
ま
し
た
。ま
た
、人
口
減
少
対
策

と
し
て
石
原
団
地
の
若
者
定
住
促
進

住
宅
二
棟
の
建
設
、
環
境
対
策
と
し

て
、
令
和
三
年
三
月
に
稼
働
を
開
始

し
た
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
工
事
負
担
金
を
支
出

令和２年度令和２年度
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（単位:万円）

※その他は、議会費、商工費、災害復旧費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

令和元年度令和元年度

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

繰入金

村　税

その他

公債費

歳 入
令和２年度 27億1,853万円
令和元年度 21億 225万円

歳 出
令和２年度 27億8,139万円
令和元年度 21億3,515万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

120,523

39,736

7,995
12,668

16,541

32,182

48,494

113,165

24,346
1,511
12,346

15,892

33,798

12,457

30,70523,607

その他 13,3268,839
消防費 7,2669,585

衛生費 22,38921,737

民生費 44,77239,228

総務費 85,231
42,365

農林水産費
36,897

23,054

教育費
17,804

15,310

土木費 
13,463

26,500

令和２年度
生坂村の決算
議会9月定例会で認定

令
和
二
年
度
生
坂
村
歳
入
歳
出
決

算
が
九
月
村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

第
六
次
総
合
計
画
の
初
年
度
と
な

る
二
年
度
は
、将
来
像「
確
か
な
暮
ら

し
を
明
日
に
つ
な
ぎ 

明
る
く 

健
や
か

に
生
き
る
村
」
の
実
現
に
向
け
て
当

計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
や

い
く
さ
か
村
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、

住
民
福
祉
の
向
上
や
産
業
振
興
な
ど

を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
の
実
施
と
、

人
口
減
少
対
策
に
お
け
る「
生
坂
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
沿
っ
た
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進

し
ま
し
た
。
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し
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
対
策
で
は
、小
立
野
区

排
水
ポ
ン
プ
の
配
備
、避
難
所
の
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
設
備
設
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｎ
文
字
放
送

シ
ス
テ
ム
の
通
信
情
報
機
能
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
出
動
率
が
七

割
を
超
え
る
消
防
団
員
に
対
し「
消

防
団
員
応
援
商
品
券
」を
進
呈
し
、出

動
率
向
上
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強

化
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

関
係
は
、日
常
生
活
や
行
事
の
開
催
、

観
光
産
業
等
で
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、
各
給
付
金
の
支
給
や
各

種
商
品
券
の
発
行
な
ど
の
経
済
対
策
、

ま
た
公
共
施
設
等
の
感
染
予
防
策
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
構
築
な
ど
の

必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、
水
道

施
設
や
管
路
等
の
老
朽
化
が
進
行
し
、

耐
震
性
も
乏
し
い
た
め
、計
画
的
に
更

新
、改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
、二
七
億

八
、一
三
九
万
円
で
、地
方
交
付
税
や

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
、国
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
交
付
金

も
あ
り
、
前
年
度
比
三
〇
・
二
％
増
、

六
億
四
、六
二
四
万
円
の
大
幅
な
増
額

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、将
来
の
財
政

負
担
を
減
ら
す
た
め
、基
金
を
取
り
崩

し
、借
入
金
二
件
の
早
期
返
済
を
行
い

ま
し
た
。地
方
債
は
、繰
越
分
を
含
め

て
総
額
三
億
二
、一
八
二
万
円
の
借
入

を
行
い
、事
業
の
財
源
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況
は
、重
点
施
策
、普
通

建
設
事
業
や
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
事

業
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、総
額
は
二
七

億
一
，八
五
三
万
円
と
な
り
前
年
度
比

六
億
一
，六
二
八
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。公
債
費
は
二
億
四
，七
九
〇

万
円（
繰
上
償
還
五
，九
一
五
万
円
除
）

の
支
出
と
な
り
、
基
金
は
、一
億
四
，

四
四
二
万
円
の
積
立
を
行
い
、特
別
会

計
を
含
め
た
年
度
末
残
高
は
一
八
億

四
，七
一
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
拡
大
状

況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
を

注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、

重
点
事
業
の
推
進
お
よ
び
諸
事
業
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 277,167 270,976 6,191
（うち繰越額3,378）

村営バス 3,461 3,366

（会計間繰入） △ 2,489 △ 2,489

小　　計 278,139 271,853 6,286

福 祉 セ ン タ ー 8,934 8,933 1

簡 易 水 道 10,442 10,378 64

国 民 健 康 保 険 20,279 20,085 194

農 業 集 落 排 水 8,773 8,732 41

介 護 保 険 30,669 30,209 460

後期高齢者医療 2,805 2,805 0

小　　計 81,902 81,142 760

合　　計 360,041 352,995 7,046

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,237 39 12

固 定 資 産 税 9,311 95 38

軽 自 動 車 税 823

村 た ば こ 税 170

合　　計 16,541 134 50

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。

「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

2年度増減 2年度末計 会 計 名

財 政 調 整 基 金 40 52,309

一 般 会 計

減 債 基 金 3,315 24,795

土 地 開 発 基 金 1 1,917

ふ る さ と 育 成 基 金 0 1,860

地 域 振 興 基 金 205 63,102

ふ る さ と 水 と 土 基 金 1 706

地 域 福 祉 基 金 0 13,027

中山間地域活性化推進事業基金 0 1,018

福 祉 の 村 づ くり 推 進 基 金 0 1,723

ふるさと「いくさか」応援基金 10,078 14,975

有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 249 1,431

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 30 96

小　　計 13,919 176,959

国 民 健 康 保 険 基 金 523 7,743 国 保 特 別 会 計

福 祉 セ ン タ ー 基 金 0 9 福祉センター特別会計

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 0 0 介護保険特別会計

小　　計 523 7,752

合　　計 14,442 184,711

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和２年度末現在高 令和元年度末現在高

普通会計 26億9,507万円 26億8,099万円

簡易水道 1億6,859万円 1億3,315万円

下 水 道 4億 184万円 4億5,861万円
32億1082万円 32億1082万円

合　　計 32億6,550万円 32億7,275万円

村債（借金）の状況
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令和 2年度に実施した主な事業

保育所運営費……………………………………………6,312万円
児童手当支給事業………………………………………2,149万円
健やかに産み育む子育て支援事業……………………… 68万円
出産祝金支給事業…………………………………………170万円
母子保健事業……………………………………………… 61万円
子育て支援犀龍小太郎助成金…………………………… 23万円
小学校教材備品（教師用教科書及びタブレット等）…883万円
スクールバス運行委託料…………………………………234万円
学級支援員・学校図書館司書配置事業…………………446万円
小学校パソコン教室エアコン更新工事………………… 84万円
小学校情報ネットワーク設備工事（繰越事業）………829万円
中学校教材備品（各種教育振興備品・タブレット）…226万円
中学校ICT機器共同調達負担金……………………………137万円
中学校情報ネットワーク設備工事（繰越事業）………486万円
中学校普通教室職員室照明機器（LED）更新工事… …154万円
外国青年（ALT）招致事業… ……………………………352万円
児童館・児童クラブ事業…………………………………755万円

放課後子どもプラン推進事業…………………………… 35万円
児童館学習支援員配置事業……………………………… 57万円
児童館施設修繕・改修工事………………………………197万円
私学助成補助（５名）…………………………………… 10万円
奨学金（大学生１名）…………………………………… 48万円
オンライン学習塾業務委託………………………………133万円
学校給食各種補助金………………………………………575万円
文化系・体育系教室運営………………………………… 90万円
地域未来塾………………………………………………… 21万円
屋内ゲートボール場改修工事……………………………724万円
図書室図書購入……………………………………………101万円
体育協会補助金…………………………………………… 30万円
イクラン！松本山雅FC（元気づくり支援金事業）……106万円
ブックスタート事業（１才児14名・4歳児9名）………… 5万円
入学祝金（小学校14名・中学校12名・高校生9名）
……………………………………………………………… 62万円

健やかに子どもたちが育ち学び続けられる村づくり
子育て・教育・スポーツ・歴史・伝統・文化

伝染病予防対策事業
（うち子育て支援犀龍小太郎助成金51万円）… ………532万円
結婚祝金（４件）………………………………………… 40万円
福祉医療給付事業………………………………………1,292万円
社会福祉協議会事業補助金………………………………694万円
障がい者福祉事業………………………………………3,527万円
シルバー人材センター運営負担金………………………194万円
老人クラブ活動補助金等交付支給……………………… 50万円
後期高齢者医療広域連合負担金………………………2,901万円

養護老人ホーム措置費……………………………………715万円
長寿祝金事業（白寿3名・米寿23名）…………………… 43万円
生きがい活動支援通所事業………………………………649万円
配食サービス事業…………………………………………247万円
高齢者生活福祉センター運営事業………………………714万円
有償運送サービス事業……………………………………711万円
病院群輪番制病院運営事業負担金……………………… 33万円
成人病予防対策事業………………………………………447万円

みんなが元気でにこにこ暮らせる村づくり
保健・医療・社会保障・福祉・人権

生坂村絆づくり支援金……………………………………143万円
移住定住及び空き家対策事業補助金……………………316万円
生坂リノベーション塾（元気づくり支援金事業）……255万円
交通災害共済会費（全村民無料化）…………………… 34万円
区振興交付金（１０地区）………………………………444万円
安曇野松筑広域環境施設組合負担金……………………247万円
可・不燃ごみ処理委託料他………………………………926万円
穂高広域施設組合負担金………………………………1,589万円

穂高広域施設組合新ごみ処理施設建設工事費負担金
………………………………………………………… 11,474万円
上生坂霊園改修工事………………………………………140万円
小立野地区排水ポンプ施設………………………………424万円
フローティングストレーナー設備（消防ポンプ）……103万円
災害リスクマネジメント事業（元気づくり支援金事業）
………………………………………………………………149万円
道路メンテナンス補助事業橋梁補償工事………………589万円

気持ち良くゆったり暮らせる村づくり
生活基盤の整備・住環境・環境保護・安全安心
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県営中山間総合整備事業………………………………2,997万円
米の生産調整対策関連事業（村内一円）………………102万円
（公財）生坂村農業公社運営事業（保有合理化事業等）
……………………………………………………………4,404万円
農業次世代人材投資事業（経営開始型）………………825万円
産地パワーアップ事業（３経営体）…………………1,588万円
中山間地域直接支払事業（8集落・43.2ha）
………………………………………………………………812万円
多面的機能支払交付金事業
（共同活動8地区・向上活動3地区）… …………………536万円

商工会補助金及び小規模事業指導費……………………457万円
いくさかマル得商品券発行事業補助金………………1,318万円
鳥獣害防除器具設置事業補助金（17件）… ……………114万円
生き活き生坂農業所得向上応援プログラム事業
（元気づくり支援事業）…………………………………418万円
侵入防護柵設置工事（草尾上野地区）………………4,645万円
松林健全化推進事業（空中散布防除、伐倒くん蒸処理）
………………………………………………………………811万円
ライフライン保全対策事業（村道支障木伐採）………110万円
ふるさと納税事業関係…………………………………5,464万円

活気にあふれにぎわいに満ちた村づくり
農林業の発展・商工観光の発展

生活応援商品券…………………………………………1,716万円
事業者支援給付金…………………………………………245万円
学生支援給付金……………………………………………102万円
特別定額給付金……………………………………… 17,360万円
子育て支援定額給付金……………………………………416万円
子育て世帯への臨時特別給付金…………………………176万円
敬老御祝商品券……………………………………………183万円
衛生用品備蓄……………………………………………… 70万円
村民会館等改修工事……………………………………1,903万円

赤外線マイクシステム導入………………………………154万円
子育て支援センター・保育所・児童館
感染予防対策備品…………………………………………198万円
避難所等感染症対策備品（段ボールベッド、間仕切等）
………………………………………………………………257万円
小中学校再開に伴う感染症対策事業等…………………373万円
健康管理センター可動間仕切他改修工事………………270万円
保育園未満児室増築工事………………………………2,800万円
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業………198万円

新型コロナウイルス対策

道路災害復旧工事（池沢）【繰越事業】……………1,536万円
道路災害復旧工事（込地）【繰越事業】……………8,564万円

7月豪雨災害復旧工事（道路・農地・林道）……………584万円

その他

いくさか大好き隊事業（隊員13名）… ………………4,555万円
CATV障害修繕工事…………………………………………505万円
無線システム普及支援事業Wi-Fi設置設備工事…………737万円

文字放送システム設備リプレイス及び
防災機能追加業務…………………………………………605万円
社会保障・税番号制度システム整備に係る委託料…… …869万円…

みんなで元気な村づくり
村民主体の村政（協働）・行政組織

道路施設定期点検委託料…………………………………131万円
道路メンテナンス補助事業………………………………968万円
村道維持修繕工事（繰越事業）………………………1,097万円
村道維持修繕工事（11件）… …………………………1,741万円

除雪事業費…………………………………………………156万円
若者定住促進住宅建設工事……………………………5,776万円
住宅リフォーム等補助（5件）……………………………179万円
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■令和2年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 7.3％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の3 ヵ年平均

［参考:前年度/生坂村6.9%］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和2年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道特別会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

農業集落排水特別会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村の財政健全化判断比率等の状況

　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は

毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。

　令和２年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、７月に監査委員

の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や解説に関する用語説明などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　URL:http://www.village.ikusaka.nagano.jp

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　URL:http://www.pref.nagano.jp
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九
月
二
五
日（
土
）、
秋
晴
れ
の
も

と
、
第
二
三
回
生
坂
保
育
園
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
開
催

を
し
ま
し
た
。

　
年
長
児
の
ド
ラ
ム
に
合
わ
せ
て
年

少
年
中
の
子
ど
も
た
ち
が
入
場
し
ま

し
た
。
今
年
は
年
長
児
に
よ
る
司
会

進
行
で
進
み
ま
し
た
。

　
二
歳
児
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ヒ
ヨ
コ
、
ゾ
ウ
、ウ
サ
ギ
の
お
面
を
つ

け
て
リ
ズ
ム
遊
び
。
ゼ
ロ
歳
児
、一
歳

児
は
先
生
と
手
を
つ
な
い
で
お
散
歩

ご
っ
こ
。

　
三
歳
以
上
児
は
自
分
た
ち
が
体
験

し
た
事
や
友
達
と
話
し
合
っ
た
事
を
、

競
技
の
種
目
や
リ
ズ
ム
の
振
り
付
け

に
取
り
入
れ
、
自
分
た
ち
で
作
り
あ

げ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
の
運
動

会
に
力
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
、
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
み
ん
な
が
、
み
ん
な
で
作
っ
た
運

動
会
」
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ
　
稲
刈
り
、
脱
穀
が
終
わ
り
、
お
い

し
い
新
米
を
い
た
だ
け
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。や
ま
な
み
荘
も
、生
坂
産

新
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
食

堂
な
ど
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、一
〇
月
は
い
ろ
い
ろ
な
フ
ェ

ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
秋
の
味

覚
フ
ェ
ア
」「
金
曜
日
限
定
定
食
フ
ラ

イ
デ
ー
セ
ッ
ト
」「
九
種
の
お
つ
ま
み

家
飲
み
セ
ッ
ト
」「
お
庚
申
向
け
つ
ま

み
折
詰
」で
す
。そ
れ
ぞ
れ
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
フ
ラ
イ
デ
ー
セ
ッ
ト
」
は

揚
げ
物
好
き
な
方
に
大
好
評
で
す
。

「
秋
の
味
覚
フ
ェ
ア
」
は
味
も
香
り
も

贅
沢
な
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期

間
が
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　
一
一
月
か
ら
は
新
そ
ば
祭
り
と
し

て
、
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
に

育
て
て
い
た
だ
い
た
、
生
坂
産
そ
ば

を
ご
提
供
し
ま
す
。
豊
か
な
風
味
と

爽
や
か
な
の
ど
越
し
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
感
染
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
村

内
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
た
方

も
八
割
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
後
は
状
況
が
変
化
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
年
は
ぜ
ひ
、
お
庚
申
や
忘

年
会
な
ど
の
ご
宴
会
も
ご
計
画
く
だ

さ
い
。
や
ま
な
み
荘
は
各
プ
ラ
ン
を

用
意
し
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
過
ご
し
や
す
い
秋
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

や
っ
て
来
る
寒
い
季
節
に
、
や
ま
な

み
荘
の
お
風
呂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

生坂保育園
運 動 会
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生坂小学校
児童会活動紹介

小学校だより

日
ど
の
よ
う
に
し
て
給
食
を
作
っ
て

い
る
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
、
皆
が

毎
日
食
べ
て
い
る
給
食
に
感
謝
し
て

欲
し
い
の
で
行
い
ま
し
た
。

　
手
洗
い
指
導
は
、
児
童
の
皆
さ
ん

が
正
し
く
手
洗
い
が
で
き
る
よ
う
に

教
え
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
正

し
い
手
洗
い
を
し
て
風
邪
を
予
防
で

き
る
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。
一
年
生

に
、
手
洗
い
の
仕
方
が
よ
く
分
か
っ

た
と
言
わ
れ
た
の
で
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
校
の
皆
さ
ん
が
、

健
康
で
生
活
し
て
い
ら
れ
る
学
校
に

し
て
い
き
ま
す
。

図
書
委
員
会

一
、
委
員
会
目
標

　「
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
工
夫

で
、
全
校
の
み
ん
な
に
本
の
楽
し
さ

を
伝
え
よ
う
」

二
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　
六
月
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
作
り
と
、

ビ
ン
ゴ
を
や
り
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

作
り
は
、
マ
ナ
ー
の
こ
と
に
つ
い
て

書
き
、
全
校
の
人
が
見
や
す
い
よ
う

な
と
こ
ろ
に
貼
り
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ

は
、
な
る
べ
く
、
た
く
さ
ん
の
種
類

の
本
を
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
九

種
類
の
背
ラ
ベ
ル
を
書
き
ま
し
た
。

生
活
委
員
会

一
、
委
員
会
目
標

　「
全
校
の
み
ん
な
に
学
校
が
楽
し
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
、よ
り
良
い
学
校
に
し
よ
う
」

二
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
一
昨
年
の
よ
う
に
活
動
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、高
学
年
全
員
で

あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

三
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

　
一
〇
月
に
は「
ス
マ
イ
ル
タ
イ
ム
」

「
児
童
集
会
」が
あ
り
ま
す
。「
ス
マ
イ

ル
タ
イ
ム
」は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
、他
学
年
と
の
交
流
が
で
き
ず
、寂

し
い
と
思
い
、「
何
か
方
法
は
な
い
か
」

と
考
え
た
結
果
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て

全
校
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　「
児
童
集
会
」
は
「
挨
拶
」
と
「
廊

下
の
歩
き
方
」
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
全
校

に
伝
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
委
員
会

一
、
委
員
会
目
標
　

　「
全
校
の
み
ん
な
が
健
康
に
、
笑

顔
で
い
ら
れ
る
学
校
に
し
よ
う
。」

二
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　
児
童
集
会
は
、
調
理
員
さ
ん
が
毎

人
気
だ
っ
た
の
で
図
書
館
に
来
る
人

が
多
か
っ
た
で
す
。

　
八
月
か
ら
は
、
読
書
グ
ラ
ン
プ
リ

を
や
り
ま
し
た
。

　
一
一
月
に
は
、
本
を
多
く
読
ん
だ

人
を
表
彰
す
る
予
定
で
す
。

　
九
月
に
は
、
本
紹
介
を
や
り
ま
し

た
。
図
書
委
員
の
お
す
す
め
の
本
を

紹
介
し
ま
し
た
。
今
は
読
書
グ
ラ
ン

プ
リ
中
な
の
で
、
そ
の
時
に
活
用
し

て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
日
々
の
活
動
の
、
当
番
活
動
は
忘

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
た
て
わ
り

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
正
し
い
掃
除

の
仕
か
た
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
正
し
い
掃
除
の
仕
方
と
体
育
館
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
集
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
前
よ
り
も
正
し
い
掃

除
の
仕
方
を
し
て
い
る
人
が
増
え
て

き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
活
動
を
し

て
さ
ら
に
学
校
を
よ
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生坂小学校では本年度、四つの委員会で活動しています。
それぞれの委員会で、目標に向けて様々な活動に取り組ん
でいます。各委員会の目標、活動内容をご紹介します。

れ
て
い
る
人
も
い
た
け
ど
、
今

は
だ
い
ぶ
減
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
、
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
中
止
に

な
る
企
画
も
あ
っ
た
け
ど
、
今

で
き
る
企
画
を
精
一
杯
や
っ

て
、
全
校
に
、
本
の
楽
し
さ
を

伝
え
た
い
で
す
。

環
境
委
員
会

一
、
委
員
会
目
標

　
体
育
館
の
使
用
ル
ー
ル
を
守

り
、
掃
除
中
は
話
さ
ず
、
す
み

ず
み
ま
で
し
、
楽
し
く
過
ご
せ

る
学
校
を
作
ろ
う
！

二
、
活
動
に
つ
い
て

　
私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
で
き
る
活
動
が

【児童会選挙の様子】
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中学校だより



10

　【
信
州
か
ら 
発
信
し
て
い
く 

エ

コ
活
動
】
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
た
、

県
の
「
き
れ
い
な
信
州
環
境
美
化
運

動
」
に
あ
わ
せ
て
、
生
坂
村
で
も
ご

み
の
散
乱
防
止
意
識
の
高
揚
と
環

境
美
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
九
月

一
七
日（
金
）の
午
前
七
時
よ
り「
美

し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の
日
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
村
内
の
一
五
事
業
所
と
役
場
か

ら
、
約
一
○
○
名
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
国
道
や
県
道
、
村

道
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
事
業
所
周
辺

で
の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

タ
イ
ル
の
見
つ
め
な
お
し
か
ら
取
組

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◦
〝
意
識
し
て
「
選
択
」〟
何
気
な
く

受
け
取
っ
て
い
る
ス
ト
ロ
ー
や
レ

ジ
袋
、
い
ら
な
い
と
き
は
断
り
ま

し
ょ
う
。

◦
〝
少
し
ず
つ
「
転
換
」〟
で
き
る
だ

け
マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
、

詰
め
替
え
製
品
を
使
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦
〝
分
別
し
て「
回
収
」〟
役
目
を
終

え
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、出
し

方
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
回
収
の
ル
ー

ト
に
乗
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
内
各
事
業
所
の
皆
様
に
は
、「
美

し
い
環
境
の
村
づ
く
り
」
の
推
進
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
集
ま
っ
た
ご
み
の
量
は
、
可
燃
ご

み
六
○
㎏
、
不
燃
ご
み
二
〇
㎏
で
、

春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
で
村
民
の
皆
さ

ん
に
回
収
し
て
い
た
だ
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た

弁
当
の
空
き
箱
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
と
い
っ

た
ポ
イ
捨
て
ご
み
が
目
立
つ
状
況
で

し
た
。

　
特
に
近
年
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
い
終
わ
っ
て
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
プ
ラ
ご
み
が
川
を
通
じ
て
海
に
流

れ
出
し
、
海
洋
生
物
に
よ
る
誤
食
の

ほ
か
、
生
態
系
へ
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
海
洋
ご
み
の
約
八
割
は
陸
域
か
ら

発
生
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
、
海
の
上
流
域
に
住
む
私
た
ち
も

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
に

向
き
合
う
た
め
、
私
た
ち
も
生
活
ス

　
梅
漬
け
作
業
は
六
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
が
、
七
月
に
入
っ
て
か
ら
、
木

の
上
で
黄
色
く
色
づ
い
た
完
熟
梅
を

収
穫
し
て
梅
干
し
用
に
漬
け
込
み
ま

す
。
一
ヶ
月
程
漬
け
た
梅
を
天
気
の

良
い
日
を
見
計
ら
い
「
天
日
干
し
」

を
し
ま
す
。

　
今
年
は
雨
の
日
が
多
く
大
変
苦
労

し
ま
し
た
が
、
晴
れ
上
が
っ
た
日
は

そ
れ
こ
そ
お
天
道
様
に
「
感
謝
」「
感

謝
」
で
す
。

　
か
あ
さ
ん
家
で
は
普
通
の
梅
干
し

の
他
に
塩
分
の
少
な
い「
甘
梅
干
し
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
と
て
も
手

を
か
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　
甘
梅
漬
け
の
シ
ソ
を
利
用
し
て
、

梅
干
し
と
シ
ソ
を
交
互
に
重
ね
、
ミ

ル
フ
ィ
ー
ユ
の
様
に
し
て
瓶
に
漬
け

込
み
ま
す
が
、
梅
に
傷
が
つ
か
な
い

よ
う
に
、
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
並
べ
て

い
く
作
業
は
根
気
と
の
戦
い
で
す
。

最
後
に
甘
汁
を
入
れ
て
一
ヶ
月
程
漬

け
込
み
ま
す
。

　
漬
け
込
ん
で
い
る
間
に
余
分
な
塩

が
抜
け
て
ポ
ッ
タ
リ
と
甘
い
梅
干
し

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　
梅
漬
け
は
ど
の
種
類
も
手
作
業

で
、
短
期
間
に
行
う
た
め
と
て
も
大

変
で
す
が
、
部
員
以
外
の
皆
さ
ん
か

ら
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
も
例

年
以
上
に
漬
け
込
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
今
年
の
「
甘
梅
干
し
」
も
店
頭
に

並
ぶ
様
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
一
一
月
一
三
日
（
土
）
に
『
か
あ

さ
ん
家
感
謝
セ
ー
ル
』を
行
い
ま
す
。

各
種
特
売
品
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

「
美
し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の
日
」

昔
な
が
ら
の「
梅
干
し
づ
く
り
」

か
あ
さ
ん
家

　
牛 

越

　
秀 

子
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受診の際に医療機関で受けられる健診です。希望される方はお問い
合わせください。

30,000

いずれかで健診受診いただくと、「193ポイント」を

12

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科
口
腔
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、む
せ
こ
ん
だ
り
、の

ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
誤
嚥
性（
ご
え

ん
せ
い
）
肺
炎（
細
菌
が
唾
液
や
胃
液

と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る
肺
炎

で
す
。）を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康
へ
の

第
一
歩
で
す
。
固
い
も
の
が
食
べ
に
く

い
、入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、特
に
自
覚
症

状
は
な
い
が
、
お
口
の
状
態
を
確
認
し

た
い
方
な
ど
、費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者
　

（
一
）
昭
和
二
〇
年
四
月
一
日
～
昭
和

二
一
年
三
月
三
一
日
生
ま
れ
の
被
保

険
者（
令
和
二
年
度
に
七
五
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

（
二
）
昭
和
一
六
年
四
月
一
日
～
昭
和

二
〇
年
三
月
三
一
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者（
令
和
二
年
度
に
七
六
～

七
九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）の

う
ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に
係

る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

か
つ
、令
和
二
年
度
に
歯
科
医
療
の

受
診
が
な
か
っ
た
方

◆
案
内
通
知
な
ど
　

　
六
月
下
旬
に
対
象
者
に
対
し
、案
内

通
知
と
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◆
健
診
期
間

　
令
和
三
年
七
月
一
日（
木
）か
ら

　
令
和
三
年
一
二
月
三
〇
日（
木
）

◆
健
診
費
用
　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
治
療
費
は
本
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

◆
対
象
医
療
機
関
　

　
県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院

　（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

◆
予
約
方
法
　

　
対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

・
受
診
券

・
被
保
険
者
証

・
お
薬
手
帳

　（
無
い
場
合
は
、不
要
で
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
　
保
健
事
業
室

　
☎
〇
二
六
‐
二
二
九
‐
五
三
二
〇

・
生
坂
村
役
場
　
住
民
課

　
☎
六
九
‐
三
一
一
一

　歯
・
口
の
健
康

　
歯
・
口
の
健
康
は
、
食
べ
る
こ
と
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
好
に
保
つ
た
め

に
重
要
で
あ
り
、生
活
の
質
の
向
上
に
も

大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
健
全
な
口
腔
機

能
を
生
涯
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
よ
う

に
、「
八
〇
二
〇（
八
〇
歳
で
二
〇
本
）運

動
」
を
推
進
し
、歯
周
病
予
防
、虫
歯
予

防
、
口
腔
機
能
の
維
持
お
よ
び
向
上
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
歯
・
口
の
健
康
は
、大
き
く
改

善
し
て
き
ま
し
た
。生
涯
に
わ
た
っ
て
何
で

も
食
べ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
虫
歯
や
歯
周

病
で
歯
を
失
わ
な
い
事
が
大
切
で
す
。

　
歯
の
数
が
十
分
あ
れ
ば
、
歯
を
多
く

失
っ
た
人
よ
り
、
生
存
率
が
一
．一
倍
～

二
．七
倍
高
ま
り
ま
す
。日
本
人
の
平
均

寿
命
の
伸
び
に
、歯
・
口
の
健
康
が
改
善

し
て
き
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、歯

の
数
は
、
要
介
護
状
態
に
陥
る
か
に
も

関
係
し
て
き
ま
す
。
六
五
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
追
跡
調
査
で
、歯
数
が
一
九
歯

以
下
の
高
齢
者
は
、二
〇
歯
以
上
に
比
べ

て
要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
が
一
．二

倍
、ま
た
、歯
周
病
が
進
ん
で
い
る
人
は
、

肥
満
、高
血
圧
、脂
質
異
常
な
ど
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
歯
症
が
一
．

六
倍
高
ま
る
と
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、歯
・
口
の
健
康
と
全
身

の
健
康
と
の
関
連
を
示
す
研
究
結
果
が

次
々
と
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、歯
を
失
わ
な

い
よ
う
に
歯
・
口
の
健
康
を
保
持
す
る
こ

と
が
基
本
的
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～
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地
方
回
帰
の
流
れ
の
中
で

　
五
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
生
坂
村
に
来
て
、
早
五
ヶ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
た
当
初
は
、
何
も
か

も
が
新
鮮
で
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の

連
続
で
し
た
。

　
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
野

生
動
物
に
出
く
わ
す
多
さ
で
し
た
。

名
古
屋
に
い
る
頃
は
、
せ
い
ぜ
い
鳩

ぐ
ら
い
な
も
の
で
し
た
が
、
こ
ち
ら

で
は
、
サ
ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ヘ

ビ
・
ト
ビ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ナ
グ
マ
・

に
登
っ
た
り
、
念
願
の
北
ア
ル
プ
ス

は
爺
ヶ
岳
・
鹿
島
槍
ヶ
岳
へ
テ
ン
ト

を
担
い
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
束
の

間
の
休
日
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
季
節
は
秋
、
あ
と
一
ヶ
月
少
々
で

冬
が
始
ま
り
ま
す
。
初
め
て
の
長
野

の
冬
で
、
今
ま
で
経
験
の
な
い
寒
さ

に
少
し
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
住
め

ば
都
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
め

た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

（
服
部
　
真
司
）

　
集
落
支
援
員
の
小
野
で
す
。

　
昨
今
の
コ
ロ
ナ
情
勢
の
折
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
の
流
れ
が
加

速
し
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

　
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
後
の

流
れ
に
も
似
て
い
ま
す
ね
。
私
の
妻

の
親
し
い
友
人
も
最
近
、
こ
こ
生
坂

村
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。
横
浜

で
食
堂
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
完
全

に
拠
点
を
移
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
。

　
今
回
移
住
に
際
し
て
の
相
談
に
乗

り
、
実
際
に
一
緒
に
動
い
て
み
て
感

じ
た
こ
と
で
す
が
、
都
会
の
常
識
は

地
方
の
非
常
識
と
い
い
ま
す
か
、
改

め
て
両
者
の
感
覚
の
違
い
が
浮
ぼ
り

と
な
り
ま
し
た
。

カ
モ
シ
カ
を
間
近
で
見
る
こ
と
に
な

り
、
平
然
を
装
っ
て
い
ま
し
た
が
、

内
心
か
な
り
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
ぶ
ど
う
の
経
済
栽
培
の
研
修
で

は
、
執
筆
時
点
で
収
穫
期
の
真
っ
た

だ
中
に
い
ま
す
。

　
思
え
ば
芽
ぶ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
農
業
公
社
お
よ
び
指
導
員
の
熱

心
な
指
導
に
よ
り
、
想
像
以
上
に
大

変
な
作
業
で
し
た
が
、
こ
ん
な
ど
素

人
で
も
立
派
な
ぶ
ど
う
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ

ま
だ
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
ぶ
ど
う
に

は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
収
穫
で
き

る
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
未
来
へ

の
糧
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
趣
味
の
ほ
う
で

は
、
や
は
り
波
乗
り

は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
夏
の
間
に
お
隣

の
大
町
の
湖
で
Ｓ
Ｕ

Ｐ
を
や
っ
た
り
、
登

山
の
ほ
う
は
京
ヶ
倉

　
お
そ
ら
く
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

増
え
る
で
あ
ろ
う
移
住
者
に
対
し

て
、こ
の
土
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
方
々

が
寛
容
に
接
し
て
く
だ
さ
る
か
ど
う

か
、
そ
し
て
移
住
者
側
も
ど
れ
だ
け

意
識
や
習
慣
の
違
い
に
敬
意
を
払
え

る
か
、
地
元
の
方
の
意
向
も
尊
重
し

な
が
ら
徐
々
に
な
じ
ん
で
い
く
努
力

が
で
き
る
か
、
そ
ん
な
要
素
も
大
き

い
な
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
田
舎
暮
ら
し
は
誰
に
で
も
向
い
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
「
才

能
」
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
今
回
、
友
人
の
移
住
先
の

家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
さ
れ
、

休
日
返
上
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
移
住
者
の
傾
向
と
し
て
、
購

入
し
た
家
を
自
分
達
で
改
装
し
た
い

と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。
従
来
の

よ
う
に
本
格
的
に
業
者
や
工
務
店
に

頼
む
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
自

分
達
で
お
金
を
か
け
ず
に
と
い
う
方

法
で
す
。
そ
う
い
っ
た
情
勢
を
見
据

え
て
、
昨
年
リ
ノ
ベ
塾
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
村
の
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
を
通
じ
て
移
住
し
て

き
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
の
一
環
と
し

て
、
リ
ノ
ベ
作
業
の
手
助
け
や
作
業

方
法
の
相
談
、
不
用
品
の
片
付
け
な

ど
を
大
好
き
隊
の
仕
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
担
当
者
が
動
け
る
仕
組
み
作
り

が
必
要
な
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
仕
組
み
が
確
立
で
き
れ

ば
、
移
住
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
小
野
　
正
）

（通巻101号）
43

生
坂
村
に
来
て
五
カ
月
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一
一
月
九
日
（
火
）
か
ら
一
一
月

一
五
日
（
月
）
ま
で
の
七
日
間
、「
お

う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　
火
の
始

末
」
を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
、
全

国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
意
識
の
一
層
の
普
及
を
図
る

こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自

宅
に
い
る
時
間
が
増
え
た
今
、
家
族

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

四
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

五
　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
認
し
、
備
え
て
お
く
。

六
　
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

松
本
広
域
消
防
局
　
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

や
地
域
で
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　十
の
ポ
イ
ン
ト
】

◆
四
つ
の
習
慣

一
　
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

二
　
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

三
　
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

四
　
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◆
六
つ
の
対
策

一
　
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す

る
。

（
例
え
ば
揚
げ
物
調
理
時
な
ど
、
鍋

底
の
異
常
な
過
熱
を
セ
ン
サ
ー
が

感
知
し
、
自
動
消
火
す
る
も
の
等

が
あ
り
ま
す
。）

二
　
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
一
〇
年
を
目
安
に
交
換

す
る
。

　（
本
体
に
点
検
の
た
め
の
ボ
タ
ン

や
紐
が
付
い
て
い
ま
す
。）

三
　
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈秋の火災予防運動について〉

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
八
月
三
一
日（
火
）九
月
一
日（
水
）

の
二
日
間
で
、
全
職
員
が
全
校
生
徒

二
五
〇
人
と
面
談
す
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。夏
休

み
明
け
の
生
徒
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

に
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
内
面
に
寄
り

添
っ
た
面
談
を
行
い
ま
し
た
。本
校
が

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
特
徴
的
な
取

組
で
す
。

◎
新
人
戦
・
各
種
大
会
始
ま
る

　
九
月
四
日（
土
）の
陸
上
競
技
の
中

信
大
会
を
皮
切
り
に
高
体
連
の
新
人

戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
陸
上
部
は
現
在
、部
員
が
一
人
で
す

が
、大
変
意
欲
的
に
活
動
し
て
お
り
、

今
大
会
は
走
高
跳
で
県
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
九
月
五
日（
日
）に
は
、野
球
部（
中

信
六
校
連
合
チ
ー
ム
）
が
無
観
客
の

中
、
春
の
選
抜
甲
子
園
を
か
け
公
式

戦
に
臨
み
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
一
回

戦
で
県
ヶ
丘
高
校
に
敗
れ
六
校
の
秋

が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
九
月
一
八
日（
土
）に
は
、
感
染
警

戒
レ
ベ
ル
五
で
一
週
間
延
期
さ
れ
た

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
県
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。サ
ッ
カ
ー
部
は
、

小
規
模
校
な
が
ら
部
員
数
は
二
〇
人

を
超
え
、
上
位
進
出
も
狙
え
る
力
の

あ
る
チ
ー
ム
で
す
が
、残
念
な
が
ら
初

戦
で
、Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、惜
し
く
も
松
代

高
校
に
敗
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
日
、弓
道
部
の
新
人
戦
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
弓
道
部
は
女
子
五

人
、男
子
一
人
で
日
々
真
剣
に
活
動
し

て
い
ま
す
が
、個
人
戦
、団
体
戦
と
も

に
、
的
中
が
一
射
、二
射
の
僅
差
で
惜

し
く
も
県
大
会
出
場
を
逃
し
ま
し
た
。

来
春
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
二
三
日（
木
）に
は
、
全
国
選
抜
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
の
中
信
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。バ
ス
ケ
部
は
部

員
が
一
〇
人
を
超
え
、日
頃
か
ら
熱
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。初
戦
で
梓
川
高

校
を
八
三
―
六
三
で
破
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
二
回
戦
で
優
勝
し
た
松

本
第
一
高
校
に
敗
れ
県
大
会
進
出
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
一
月
の
高

体
連
の
新
人
戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
秋
は
、
ど
の
部
活
動
も
公
式
戦

を
前
に
、コ
ロ
ナ
第
五
波（
警
戒
レ
ベ

ル
五
）の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
、

満
足
の
い
く
練
習
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、そ
れ
ぞ
れ
が

貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
負
け
の

悔
し
さ
は
敗
者
の
み
に
与
え
ら
れ
る

栄
光
へ
の
糧
と
し
て
、更
な
る
成
長
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
就
職
試
験
開
始

　
九
月
一
六
日（
木
）か
ら
就
職
試
験

が
始
ま
り
ま
し
た
。こ
ち
ら
も
少
な
か

ら
ず
コ
ロ
ナ
の
影
響（
学
年
別
分
散
登

校
な
ど
）を
受
け
、就
職
試
験
直
前
の

面
接
練
習
等
の
準
備
が
思
う
よ
う
に

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
何
で
も
コ
ロ
ナ
の
せ
い
に
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
が
、三
年
間
で
培
っ
た
逞
し

い
心
で
、こ
の
逆
境
を
跳
ね
返
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司

新人戦1，2年生始動！
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1. 調査の概要

　薬剤散布の影響をみるため、薬剤散布区域近隣の4箇所において大気及び水を採取し、薬剤散布の成分を分析し
ました。大気の採取は古坂・鷺の平・上ノ原の3箇所において各8回合計24回、水の採取は湯ノ沢水源地1箇所にお
いて8回行いました。
①調査日時
　松くい虫空中散布は令和3年6月24日（木）と25日（金）に行われました。大気の採取は、薬剤散布前の6月23日
（水）から散布4日後の6月29日（火）までそれぞれの地点で8回行いました。また、水の採取は、薬剤散布前の6月
23日（水）から散布2ヶ月後の8月25日（水）まで行いました。
②調査項目
　空中散布で使用された農薬（エコワン3フロアブル:ネオニコチノイド系殺虫剤）の主成分チアクロプリド1項目
を測定分析対象としました。

2. 調査結果

①気中濃度
　大気中の薬剤成分を分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、24検体（3箇所×8検体）
全て、定量下限値（0.05μg/㎥）未満でした。

調査日等 調査地点 結果

散布前 6月 23 日（水）

日中 古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

散布当日 6月 25 日（金）

散布中

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

散布直後

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

日中

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

令和３年度
松くい虫空中散布
安全確認調査報告
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②水中濃度
　測定分析した結果は以下のとおりです。分析項目のチアクロプリドは、散布前から散布 2 ヶ月後まで、8 検体
全て定量下限値（0.0001mg/ ㍑）未満でした。

　松くい虫防除のために空中散布された薬剤の影響を把握する目的で行った、散布前後の薬剤成分チアクロプリ
ドの気中および水中濃度の測定分析結果は、いずれも定量下限値未満で全て推定気中濃度評価値及び水質保留基
準を下回っていました。
　このことから、調査地点付近においては、薬剤散布による人の健康を害するような影響はなかったものと考え
られます。

調査日等 調査地点 結果

散布翌日 6 月 26 日（土）

早朝

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

日中

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

散布 2 日後 6 月 27 日（日） 日中

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

散布 4 日後 6 月 29 日（火） 日中

古坂 0.05 未満

鷺の平 0.05 未満

上ノ原 0.05 未満

調査日等 結果
（mg/L） 天候 気温

（℃）
水温

（℃）

散布前 6 月 23 日（水） 0.0001 未満 曇り 18.0 11.0

散布当日 6 月 25 日（金） 0.0001 未満 曇り 17.5 11.0

散布翌日 6 月 26 日（土） 0.0001 未満 曇り 19.0 13.5

散布 2 日後 6 月 27 日（日） 0.0001 未満 曇り 19.0 12.5

10mm 以上降雨後 6 月 29 日（火） 0.0001 未満 曇り 20.0 11.5

散布 5 日後 6 月 30 日（水） 0.0001 未満 曇り 22.0 13.2

散布 1 ヶ月後 7 月 25 日（日） 0.0001 未満 晴れ 26.0 12.0

散布 2 ヶ月後 8 月 25 日（水） 0.0001 未満 曇り 23.1 14.0
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材　料（3 人分）
さば水煮缶 １缶 (160g)
木綿豆腐 1/2 丁 (150g)
たまねぎ 1/4 個
溶き卵 1/2 個
パン粉 大さじ２
こしょう 少々
塩 少々

サラダ油 小さじ１
しめじ ５０g
えのきたけ ５０g
しょうゆ 小さじ１

片栗粉 小さじ１
水 小さじ２

青じそ ２枚
トマト 3/4 個

食生活改善推進協議会★おすすめレシピ
魚油には血圧や血清中性脂肪低下作用、虚血性心疾患や脳梗塞予防効果などが確認されている
IPA（イコサペンタエン酸）やDHA（ドコサヘキサエン酸）が含まれています。栄養豊富な魚を積極
的に食べましょう。
　今月はひき肉の代わりにさば水煮缶と豆腐を使った「さば缶のハンバーグきのこあんかけ」のレ
シピをご紹介します。さばの水煮缶は骨ごと食べられ、カルシウムや鉄分を補える食品です。旬のき
のこをのせたボリュームのある一品で、しその風味でおいしくいただけます。ぜひご家庭でお試しく
ださい。

作り方

① さば缶はさば水煮と汁に分ける（汁は残しておく）。た

まねぎはみじん切りにする。豆腐は水切りしておく。

② Ａの材料を全部ボウルに入れて混ぜる。１人２個にな

るように分けて形を整える。

③ フライパンに油を熱して②を入れ、弱めの中火で両面

をきつね色になるまで焼き、お皿に盛り付ける。

④ しめじとえのきたけは石づきを切り、しめじは子房に

分ける。えのきたけは２等分に切る。

⑤ さば缶の汁に水（分量外）を足して150ml にし、フラ

イパンに入れる。④を加え、火が通るまで煮る。しょう

ゆで味を整えて、水溶きしたBを加えて混ぜる。

⑥ ⑤を焼きあがった③にかけ、青じその千切りをのせ

る。くし形に切ったトマトを添える。

A

B

さば缶のハンバーグ　きのこあんかけ 

１人分  栄養価

エネルギー　205kcal

タンパク質　17.7g

脂　　　質　10.7g

カルシウム　200mg

鉄　　　分　2.3mg

食塩相当量　0.9g

主菜
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■
読
書
の
秋
を
楽
し
ん
で
、
山
雅
の

し
お
り
を
も
ら
お
う
♪

　
今
年
度
も
、
読
書
の
秋
に
あ
わ
せ

て
図
書
室
を
利
用
さ
れ
た
方
に
松
本

山
雅
の
人
気
選
手
の
し
お
り
を
差
し

上
げ
ま
す
。
し
お
り
は
全
部
で
三
種

類
。
人
気
選
手
三
名
そ
れ
ぞ
れ
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
、
生
坂
村
仕
様

の
ガ
ン
ズ
く
ん
も
描
か
れ
て
い
る
特

別
製
。

　
読
書
の
秋
、
楽
し
み
な
が
ら
し
お

り
も
集
め
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

配
布
期
間  

一
〇
月
二
七
日（
水
）
～

　
　
　
　  

一
一
月
一
八
日（
木
）

■
学
童
お
さ
が
り
会
開
催
の
お
知
ら

せ
★
学
童
お
さ
が
り
会

　
日
時
／
一
一
月
二
六
日（
金
）

　
　
　
　
一
六
時
～
一
八
時

　
会
場
／
生
坂
村
児
童
館 

創
作
室

　（
一
番
奥
の
部
屋
）

※
参
加
申
込
不
要
で
す
。い
ず
れ
も
、

無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま

す
。
無
く
な
り
次
第
、
終
了
と
な

り
ま
す
。

問
／
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係

　
☎
六
九-

二
〇
八
七

　
例
年
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

文
化
祭
を
、昨
年
度
と
同
様
一
一
月
三

日（
水
）
文
化
の
日
よ
り
七
日（
日
）

ま
で
の
期
間
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
心
掛
け
た
う
え
で
、

商
工
会
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

　
村
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
・
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
や
、
公
民
館

教
室
で
作
成
し
た
作
品
な
ど
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
個
人
の
出
展
も
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
☎
六
九
‐

二
五
〇
〇
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
小
・
中
学
生
の
学
用
品
募
集
中

　
数
年
で
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

小
・
中
学
生
の
学
用
品
。使
え
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
譲
り
く

だ
さ
い
。

　
お
さ
が
り
会
で
、
必
要
な
家
庭
へ

つ
な
げ
ま
す
！

▼
募
集
し
て
い
る
も
の

・
中
学
生
用
品
＝
制
服
、
制
服
用
ブ

ラ
ウ
ス
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
体
操
着
、

通
学
か
ば
ん
、上
履
き
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
用
品（
ラ
ケ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ
、

シ
ャ
ト
ル
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）

・
小
学
生
用
品
＝
体
操
着
、給
食
着
、

ピ
ア
ニ
カ（
リ
コ
ー
ダ
ー
は
不
可
）

※
破
損
・
破
れ
・
汚
れ
の
あ
る
も
の
は

不
可
。
衣
類
は
き
れ
い
に
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
場
所
＝
生
坂
村
教
育
委
員
会

▼
募
集
期
間
＝
通
年

※
現
在
、お
子
さ
ん
が
通
学
中
で
、卒

業
後
な
ら
協
力
で
き
る
、
と
い
う

方
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、
朝
晩
は

肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　
九
月
上
旬
か
ら
、
直
売
所
で
は
、

様
々
な
品
種
の
露
地
ぶ
ど
う
を
販
売

し
、
連
日
大
勢
の
お
客
様
に
お
買
い

求
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
の
効
果
も

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
た
め
、休
日
は
、入
場
制
限
を
か
け

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
松
茸
、
き
の
こ
類
、

ナ
ス
、
じ
ゃ
が
い
も
、
シ
ソ
、
梨
、
か

ぼ
ち
ゃ
、
オ
ク
ラ
、
栗
、
ア
ケ
ビ
、
マ

コ
モ
ダ
ケ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
、
地
元

産
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
出
荷
さ

れ
、
大
勢
の
お
客
様
に
お
買
い
求
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
、
朝
早
く
か
ら

収
穫
お
よ
び
出
荷
作
業
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
で
は
、
お

客
様
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、引
き
続
き
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
入
店
時
の
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

き
ま
し
ょ
！図

書
室

第
四
五
回 

文
化
祭
開
催

お
よ
び
出
展
募
集
の

お
知
ら
せ
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献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
血
液
の
病

気
・
大
き
な
手
術
な
ど
で
血
液
を
必

要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
輸
血
を
し
て

日
々
生
命
を
救
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

血
液
は
長
期
保
存
す
る
こ
と
も
、
人

工
的
に
造
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
安
定
し
て
医
療
現
場
に

血
液
製
剤
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、

　
近
年
、
全
国
各
地

で
台
風
・
集
中
豪
雨

に
よ
る
洪
水
や
浸

水
、
土
砂
災
害
が
頻

発
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と

き
、
た
だ
ち
に
避
難

を
す
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
準
備
を
し

て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
一
例
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
今
一

度
わ
が
家
の
非
常
持

出
品
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
避
難
生
活
中
は
、
必
要
と
す
る
支

援
が
十
分
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
自
分
で
用
意
で
き
る

も
の
は
事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　（
男
性
に
限
り
一
七
歳
か
ら
献
血
対

象
に
な
り
ま
す
。）

※
六
五
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

六
〇
歳
～
六
四
歳
の
間
に
献
血
経

験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
定
員
】三
〇
名
程

　 

「
１
９
３
カ
ー
ド
」
の
対
象
と
な

り
、一
〇
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、次
の
日
程
で
献
血
が
行

わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
令
和
三
年
一
一
月
二
九
日（
月
）

　
午
後
二
時
～
三
時
三
〇
分

【
場
所
】

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
献
血
内
容
等
】

・
全
血
四
百
㎖

　
対
象
年
齢
　
一
八
～
六
九
歳

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
、
令
和
三
年
中
（
令
和
三

年
一
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
一
二
月

三
一
日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の

全
額
で
す
（
令
和
三
年
中
に
納
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度

分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料

も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
対
象
者
宛
て
に
発
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

●
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
三

年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
納
付

さ
れ
た
方
・
・
・
令
和
三
年
一
〇

月
下
旬
か
ら
一
一
月
上
旬
に
か
け

て
順
次
発
送

②
令
和
三
年
一
〇
月
一
日
か
ら
令
和

三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
間
に

納
付
さ
れ
た
方
（
①
の
対
象
者
は

除
く
）
・
・
・
令
和
四
年
二
月
上

旬
発
送

　
な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご

自
身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、

そ
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て

も
有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
、
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制

度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

献
血
ご
協
力
の

お
願
い

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

も
し
も
に
備
え
て

□現金（公衆電話用に10円、100円も多めに用意）
□免許証・通帳・お薬手帳などのコピー
□備蓄食料　３日分（アルファ米、レトルト食品類、缶詰）
□備蓄飲料水　一人１日３ℓ（水、お茶、清涼飲料水など）
□常備薬・持病薬
□携帯用充電器
□ライト付手回し充電式ラジオ※
□食器類※
□避難完了確認籏※
□ヘルメット・笛（ホイッスル）・軍手
□簡易救急セット
□口腔ケア用品
□着替え
□カイロ
□タオル
□サージカルマスク
□体温計
□除菌ウエットティッシュ
□上履き（スリッパ）
□家族や親戚、知人の連絡先のメモ

※印の物品は、平成23年度に非常用持出袋とともに各戸
へ配布しています。

上記は一例です。あなたにとって「これがないと生活でき
ないもの」を準備しましょう。

カ
ー
ド
が
あ
る

方
は
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
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裁
判
員
制
度
は
ス
タ
ー
ト
か
ら

一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
令
和
二
年

　
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

建
物
で
、
解
体
工
事
等
に
よ
り
既
に

無
く
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
次
の
年

度
も
課
税
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
建

物
を
課
税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
に
は

「
建
物
滅
失
届
」
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
一
月
一
日
以
降

に
建
物
を
解
体
さ
れ
た
方
は
、
一
一

月
三
〇
日
ま
で
に
住
民
課
税
務
係
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課
税
務
係

　
☎
六
九-

三
一
一
三

し
ま
す
）
。

◆
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま

で
　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名

簿
を
も
と
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所

で
作
成
し
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
予
想
さ

れ
る
裁
判
員
裁
判
対
象
事
件
の
数
な

ど
に
よ
っ
て
毎
年
変
動
し
ま
す
が
、

令
和
四
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
方

の
人
数
は
、
全
国
で
二
三
万
三
千
人

　
相
続
や
贈
与
に
関
す
る
各
種
手
続

き
、
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
悩
み

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
で
き
る
相

談
会
を
、
長
野
県
司
法
書
士
会
と
関

東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支
部
連
合

一
二
月
ま
で
に
約
一
〇
万
人
の
方
が

裁
判
員
・
補
充
裁
判
員
と
し
て
裁
判

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
り
、
裁
判
員
制
度
は
円
滑
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
制
度
は
国

民
の
皆
様
の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
裁
判
員
候
補
名
簿
記
載
通
知
に
つ

い
て

　
令
和
四
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
一
一

月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送

り
し
ま
す
（
令
和
四
年
一
月
一
日
時

点
で
二
〇
歳
以
上
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
）
。
こ
の
通
知
は
、
来
年
二
月
頃

か
ら
の
約
一
年
間
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具

体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選

ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
実
際
に

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
別
途
お
知
ら
せ

会
、（
公
社
）
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
長
野
の

三
団
体
が
協
力
し
て
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　
令
和
三
年
一
一
月
二
五
日
（
木
）

　
午
後
一
時
三
〇
分
～

　
午
後
四
時
三
〇
分

◆
場
所
　
松
本
商
工
会
館

◆
相
談
料
　
無
料

◆
予
約
　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
予
約

が
必
要

◆
予
約
先
　
長
野
県
司
法
書
士
会

事
務
局
（
☎
〇
二
六
‐
二
三
二
‐

七
四
九
二
）

◆
相
談
例

・
生
前
に
土
地
を
整
理
し
て
お
き
た

い
・
生
前
贈
与
と
相
続
の
税
金
の
違
い

・
子
ど
も
が
い
な
い
場
合
の
相
続

・
子
ど
も
た
ち
が
相
続
し
な
い
と

言
っ
て
い
る

・
親
が
認
知
症
に
な
り
通
帳
の
管
理

が
で
き
な
い
　
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
〇
二
六
‐
二
三
二
‐
七
四
九
二

　
関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支
部

　
連
合
会
事
務
局

　
☎
〇
二
六
三
‐
四
八
‐
五
四
八
〇

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た

方
へ

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な

く
名
簿
記
載
通
知
を
発

送
し
ま
す
～

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
・
贈
与
・
成
年
後
見

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
会

で
す
（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
全
体
に

占
め
る
割
合
は
約
四
五
三
人
に
一

人
）
。

牛
越
　
綾り
ん

和わ

ち
ゃ
ん（
９
月
12
日
生
）

幹
・
晴
菜
さ
ん
（
宇
留
賀
）

中
澤
　
結ゆ
い

華か

ち
ゃ
ん（
９
月
13
日
生
）

美
月
さ
ん
（
上
生
坂
）

★
お
め
で
と
う

　
　 

ご
ざ
い
ま
す
★

◆村工事入札結果（４月～９月） （単位：千円）

入札日 工事名 施工箇所 落札業者 落札価格

令和3年６月25日 令和３年度　山清路公園整備工事 山清路 平林建設（株） 2,970

令和３年8月5日 生坂村定住促進住宅（若者向け村営
住宅）建設事業設計施工業務5号棟

上生坂 原田建築工房（株） 23,200

令和３年８月５日 生坂村定住促進住宅（若者向け村営
住宅）建設事業設計施工業務６号棟

上生坂 平林建設（株） 23,034

令和３年９月2日 令和３年度　農村資料館改修事業 上生坂 アトミック白澤 1,109
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令和3年度
百歳・白寿・米寿の

お祝い

品
な
ど
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
の
他
の
方
に
つ
い
て

は
、
担
当
地
区
の
民
生
委
員
な
ど

が
訪
問
し
て
お
渡
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、一
〇
月
一
日
現
在
の
村
内

最
高
齢
の
方
は
一
〇
六
歳
の
男
性
、

続
い
て
一
〇
四
歳
の
女
性
で
、百
歳

以
上
の
方
は
、
他
に
今
年
度
中
に

百
歳
以
上
に
な
る
方
を
含
め
女
性

が
三
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
ご
留
意
い

た
だ
き
、末
永
く
お
歳
を
重
ね
ら
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
の
お
祝
い
の
対
象
者
は
、

百
歳
の
方
が
二
名
、
白
寿
の
方
が

四
名
、米
寿
の
方
が
一
八
名
で
し
た
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、昨
年
同
様
「
い
く
さ
か
敬
老
の

日
」
の
式
典
開
催
が
見
送
り
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
記
念
品
は

対
象
者
個
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と

に
な
り
、
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
米
寿
の
方
二
名
の
お

宅
へ
、九
月
二
〇
日
の
敬
老
の
日
に
、

村
長
・
地
元
の
民
生
委
員
が
訪
問

し
、お
祝
い
状
と
お
祝
い
金
、記
念

小松  璃
り

緒
お

 ちゃん（1歳）
日岐／真英・さやかさん

元気っ娘！
こんげつの

いい顔

松本地域のオンライン移住
相談会に参加しました

　
県
松
本
地
域
振
興
局
が
主
催
す
る
松
本
地
域
の
三
市

五
村
の
合
同
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
会
が
九
月
一
一
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
、生
坂
村
も
参
加
し
ま
し
た
。松
本
地

域
の
市
村
の
合
同
開
催
は
初
の
試
み
で
、「
暮
ら
す
・
働
く

信
州
ま
つ
も
と
広
域
圏
ま
る
ご
と
移
住
相
談
会
」と
題
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、首
都
圏
や
関
西
圏
で
暮
ら
す
二
五

人
の
移
住
検
討
者
が
参
加
し
、参
加
市
村
が
地
域
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
暮
ら
し
や
住
ま
い
、
仕
事
の
相
談
に
応

じ
た
り
し
ま
し
た
。

　
生
坂
村
の
先
輩
移
住
者
と
し
て
白
井
亮
一
さ
ん（
上
生

坂
）に
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
出
演
い
た
だ
き
、移
住
し
た
き
っ

か
け
や
生
坂
村
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
移
住
す
る
に
あ
た
っ
て
は「
自
分
が
ど
う
生

き
て
い
き
た
い
か
思
い
描
く
こ
と
が
大
切
」
と
移
住
を
考

え
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。


